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        調整池のビオトープ整備による水辺環境創出効果の事後評価 
 

清水建設（株） 正会員 那須 守，正会員 米村 惣太郎，正会員 高橋 林

（株）地域環境計画  正会員 逸見 一郎，井原 寛人
 

１．はじめに 

筆者らは、千葉県東金市における工業団地の開発

事業において、1)開発によって消失する湿地環境の

復元、2)絶滅危惧植物「タコノアシ」の保全を目的

として調整池に水辺ビオトープを整備した１），２）。 

本研究では、この事後モニタリング結果に基づき、

第一の目的に対して、水辺生物の生息の観点からビ

オトープ整備の効果を検証する。 

２．調査地 

事業地は下総台地から九十九里平野へ移行する丘

陵的地形に位置し、周辺は谷津田を景観的特徴とす

る。近くに山武地域最大の溜池である雄蛇ヶ池があ

り、周辺樹林と共に代表的自然環境となっている。 

調整池は写真 1 のように谷津田の斜面林（残置森

林）を堤体に利用し築造した。その残置森林に連続

して水辺ビオトープを造成し、樹林に接する池･水路

（ビオトープ池）、階段状の湿地等の生物生息場を設

けた。各生息場のモデルと目標生物を表 1に示す。 

３．調査方法 

1998 年 5 月にビオトープを整備した後、3 年間の

調査を実施した。対象生物、方法、時期を表 2に示

す。植物は階段状の湿地、鳥類・両生類・昆虫類は

ビオトープ全体、魚類・底生動物はビオトープ池と

調整池そのものの 2地点について調査した。 

４．調査結果 

４.１ 植物 

高等植物種数は 3年間で 111 種を確認した。その

経年推移は図 1のように 3年目に減少している。こ

れはﾋﾛﾊﾎｳｷｷﾞｸ､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳなどの帰化植物や、ｻﾝｶ

ｸｲ､ｲ､ﾏﾂｶｻｽｽｷなどの湿生・水生植物(湿生植物等)が

生育範囲を拡大したためである。植被率(7 月)は 1

年目から一様に増加し 3 年目に平均で 70%に達し、

ビオトープ全体が草本類に被われるようになった。 

湿生植物等では表 3 に示す 50 種を確認した。そ

れらは

る。湿

ように

いると

年生の

 

キーワード： ビオトープ 事後評価 調整池 谷津田 環

135-8530 東京都江東区越中島 3-4-17  清水建設（株）技術
154-0015 東京都世田谷区桜新町 2-22-3 NDSビル（株）地域

 

 

 法面の草地 

階段状の湿地 
(約 400m2) 

植生のたれ込み
とえぐれのある岸 

浮葉植物のあ
る広い水面 

(約 1ha) 

後 背 樹 林
（残置森林） 

池に接する斜
面下部の樹林 

湧水を水源と
する池・水路 

(約 150m2) 

0

20

40

60

80

植
物
種
数

図１ 

-292-
表１ 生物生息場のモデルと目標生物
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表２ 生物調査方法、調査時期
調査時期(年度/月) 対象 

生物 
調査方法 

1998 年度 1999 年度 2000 年度 

植物 コドラート調査 7,8,9,10 4-10 毎月 5,7,9 

鳥類 任意確認調査 ━ 7,10,12 8,10,12 

両生類 任意確認調査 3 4,7,10 4,8,3 

昆虫類 任意確認・採集調査 ━ ━ 9 

魚類 任意確認・採集調査 7,10 7 9,12 

底生動物 任意確認・採集調査 7,10 7 9,12 
写真１ 調整池に整備した水辺ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟと生物生息場 
生物生息場 モデル 目標植生 目標動物 

階段状の湿地 谷津田の放棄水

田の湿生草地 
ﾀｺﾉｱｼ ,ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ

類,ｽｹﾞ類,ｲｸﾞｻ類 
ｲﾄﾄﾝﾎﾞ類,訪花性

昆虫類,ｺﾞﾐﾑｼ類 
湧水を水源とす

る池・水路 
雄蛇ヶ池等の溜

池の湿地 
ﾐｸﾘ類,ｽｹﾞ類, 

ｲｸﾞｻ類,ﾔﾅｷﾞ類 
ﾄﾝﾎﾞ類,ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ類,

ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ 
池に接する斜面
下部の樹林 

周辺の良好な落

葉広葉樹林 
ﾐｽﾞｷ,ｴﾉｷ,ﾑｸﾉｷ, 

ﾔﾏｸﾞﾜ等 
ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ, 

ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ 
植生のたれ込み

とえぐれのある岸 

自然の川や池の

たれ込みとえぐれ 
ｾﾘ･ﾐｿﾞｿﾊﾞ群落,ｸ

ｻﾖｼ群落,ﾔﾅｷﾞ類 
ﾒﾀﾞｶ,ﾓﾂｺﾞ,ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

等の魚類 
浮葉植物のある

広い水面 

水位変動のある

溜池の浮葉植物 
ﾋﾙﾑｼﾛ,ﾋﾂｼﾞｸﾞｻ, 

ﾋｼ 
ｶﾓ類 ,ｷﾞﾝﾔﾝﾏ,ｺｼ

ｱｷﾄﾝﾎﾞ等ﾄﾝﾎﾞ類 
に撒き出した水田表土に由来すると思われ

植物等の全植物種数に対する割合は図 1の

年目で 46%を占め湿生草地の形成が進んで

える。2年目の減少はｱｵｶﾞﾔﾂﾘやﾎﾀﾙｲなど一

の消失による。 

元 
所 TEL 03-3820-5563 FAX 03-3820-5959 
計画 TEL 03-5450-3700 FAX 03-5450-3701 

0

20

40

60

998 1999 2000年度

植物種数

湿生・水生
　　植物率

帰化植物率

湿
生
・
水
生

/帰
化
植
物
率

(%
)

調査年度

註）水辺ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟで
は大型帰化植物、ヨ
シ等の選択的な除
草を定期的に実施し
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４.２ 動物 

表 4 に示すように 3 年間に鳥類で 12 種、両生類

で 6種、昆虫類で 60 種、魚類で 10 種、そして底生

動物で 39 種を確認した。これは全て自然移入である。

鳥類、両生類、魚類には環境省レッドデータブック

等に挙げられている種が多く含まれている。 

図 2、図 3の魚類と底生動物における確認種数の

推移では、魚類は増加しているが、底生動物は減少

傾向にある。魚類は個体数も増加しており、底生動

物の減少はその捕食圧が主な要因と考えられる。 

５．考察 

本ビオトープでは池と水路を両生類の産卵、生息

を目的に設置し、1998年5月にﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵの幼生、

2000 年 4 月、翌年 3 月に卵嚢を確認した。周辺樹林

や水路等の浅水域、抽水植物、枝葉等が本種の移動、

繁殖環境として良好に機能しているといえる。しか

しｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ､ｳｼｶﾞｴﾙ等の捕食圧による悪影響も懸

念される。また、底生動物の種数について調整池と

比較すると、ビオトープ池の方が多く確認されてい

る(図 3)。これからビオトープ池では斜面樹林から

落ちる枝葉が堆積し底生動物にとって多様な生息空

間が形成されていると考えられる。底生動物や魚類

にとって、今後、抽水植物帯が形成されるとさらに

良好な生息環境になると思われる。 

階段状の湿生草地では虫媒花の種数の割合が緩

やかに増加し 3 年目に 25%になった。このことから

本草地はﾊﾅｱﾌﾞ類､ﾁｮｳ類､甲虫類など昆虫類の餌場

としての役割を持つといえる。 

以上のように水辺ビオトープの整備によって表1

に挙げた生息場が形成され、目標とする生物が生息

し、その総体として表 5のような谷津田の生態系が

構築されていると考えられる。 

６．まとめ 

  3 年間の事後モニタリング結果から、本ビオトー

プ整備は、この地域の特徴である谷津田の生物の保

全に有効であることが確認された。今後の課題には、

種の減少に影響を与えると思われる帰化生物の除去、

魚類の生息密度の低減、そしてビオトープ池や調整

池における水際植生の多様化が挙げられる。 
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表３ 確認された湿生・水生草本(50 種) 
 
一年生一年生一年生一年生    ﾇｶｷﾋﾞ ｽｶｼﾀｺﾞﾎﾞｳ ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ 

ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ ﾊｲﾇﾒﾘ ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ ﾄﾀﾞｼﾊﾞ 

ﾔﾉﾈｸﾞｻ ﾀﾏｶﾞﾔﾂﾘ ﾋｴｶﾞｴﾘ ﾁｺﾞｻﾞｻ 

ﾐｿﾞｿﾊﾞ ｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ  ｵｷﾞ 

ｺｹｵﾄｷﾞﾘ ｱｵｶﾞﾔﾂﾘ 多年生多年生多年生多年生    ﾖｼ 

ｸｻﾈﾑ ｶﾜﾗｽｶﾞﾅ ｽｷﾞﾅ ﾋﾒｶﾞﾏ 

ﾁｮｳｼﾞﾀﾃﾞ ﾏﾂﾊﾞｲ ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ｶﾞﾏ 

ﾋﾒｼﾞｿ ﾊﾘｲ ｲﾇｶﾞﾗｼ ｺｶﾞﾏ 

ｱｾﾞﾅ ﾋﾃﾞﾘｺ ﾀｺﾉｱｼ＊ ﾋﾒｸｸﾞ 

ﾀｳｺｷﾞ ﾎﾀﾙｲ ｷｶｼｸﾞｻ ｺｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ 

ﾀｶｻﾌﾞﾛｳ  ｱｶﾊﾞﾅ ｼｶｸｲ 

ｲﾎﾞｸｻ 二年生二年生二年生二年生 ｾﾘ ﾏﾂｶｻｽｽｷ 

ｺﾌﾞﾅｸﾞｻ ﾀｶﾞﾗｼ    ｺｼﾛﾈ ｻﾝｶｸｲ 

ｲﾇﾋﾞｴ ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ｲ  

註） ＊は環境省,千葉県のﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ等に挙げられた注目すべき種 

網掛けは 2000 年度に確認された種 

表４ 確認された鳥類、両生類、魚類 
1998年度(1年) 1999年度(2年) 2000年度(3年)

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ池 調整池

（食

（食

虫・

（

生

 

種種種種))))    ｶﾜｾﾐ＊ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ＊ ｺｲ 
＊ ﾂﾊﾞﾒ ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ＊ ｷﾞﾝﾌﾞﾅ＊ 

ｷｾｷﾚｲ＊ ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ＊ ｷﾝﾌﾞﾅ 
＊ ﾊｸｾｷﾚｲ ｳｼｶﾞｴﾙ ﾄﾞｼﾞｮｳ 

 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ＊ ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ＊ 

  魚類魚類魚類魚類(10(10(10(10 種種種種)))) ﾒﾀﾞｶ＊ 

両生類両生類両生類両生類(6(6(6(6 種種種種)))) ﾀﾓﾛｺ ｶﾀﾞﾔｼ 

ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ＊ ﾓﾂｺﾞ＊ ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ 

環境省,千葉県のﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ等に挙げられた注目すべき種 
けは 2000 年度に確認された種 

1998年度(1年) 1999年度(2年) 2000年度(3年)

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ池 調整池

 

 

階層区分 生態系の構成要素 
高次消費者 

肉性中型動物） 

ﾀﾞｲｻｷﾞ,ﾁｭｳｻｷﾞ等ｻｷﾞ類,

ﾔﾏｶｶﾞｼ等 

3 次消費者 

虫性中型動物） 

ｶﾜｾﾐ,ｾｷﾚｲ類,ｶｴﾙ類, 

ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ等 
2 次消費者 

雑食性小型動物） 

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ,ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ,ｶｴﾙ

類幼生,ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ類等 
1 次消費者 

食植性動物） 
ｶﾓ類,ﾄﾋﾞｹﾗ類 ,ｶｹﾞﾛｳ類

等 
産者(植物) 水田雑草,ﾖｼ,ｶﾞﾏ等 
表５ 水辺ビオトープの生態系構造
調査年度

図２ 魚類の確認種数の推移
調査年度

図３ 底生動物の確認種数の推移
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